











-評価 j の研究(科研費一般研究・分担〉で， 白山山系を対象に公共事業と地
域の活性化とに関する研究を行った O
2 . r山地河川の流域管理に関する研究」で崩壊地の危険度評価を行い， その成




4. 環境科学研究科プロジェクト研究 f地理 4情報システムの構築による山地河川








科研費 B (代表者 安仁産 政武〉を一部使用 O 手取 )17)<.系牛首 )1および富士








7. 砂防学会編集部長 r砂防学会賞」選考委員会委員長， 火山妨災学研究会委
員等，学会活動を行った D
伊藤太一，講師


























っ設定した試験地は大きさが 4x 4 mで高さ 30cm間隔に 3段に電線を張
り巡らし， 中央にハチミツとミツバチの巣を立IC代わりに置いて 11月まで観察
を続けた O 結果的には，設定時期が遅かったことやクマによる篭源装置を壊





下旬に演習林内の被害林分 2笛所に試験地を設定した D 試験地内の全立木に




























































4. 河)1流量の合成手法として自己相関関係を利用する T F法をとりあげ，原流
量時系列と合成されたものとの同一性の外部評価基準として必要ダム容量を導











































































資料の整理， ;j(資源としてのダムの現状をまとめた O また，現地調査を実施し
fこO
黒石巌，講師
























































1 . モノコックフレームの弾塑性解析を行った O ねずみ鋳鉄の弾塑性域における
強度特性を特定し，破壊現象に至る応力の変動状況を数値実験手法により調べ
たO モデルフレームの変形は，後車軸取り付け部に集中して現れることが分か
った O また，塑性ひずみ，最大たわみ，発生応力の解析を通じて， フレーム側
壁の肉厚は，比強度の観点からして効果的な設計変数であることが確認できた O
2. 繰返しねじりせん断試験機を供試して，土壌の動的締盟め現象を応力経路の








4. 古代翠の設計仕様については， 引き続き文献調査を行っている O 茨城県土浦






〈平成 5 ・ 6年度〉
1 .農作業計画の最適化に関し， ファジィ線形計画，多評価基準 I A H Pを導入
する研究を行った O




4. 農業機械データベースとして I WINDOWS 版データベースを作成し，利
用方法を検討した。



























(科研・試験研究(B) (1) 分担) 0 
4. 広域利水留の水循環効率に関する研究を行った〈科研・総合(A )分担) 0 
5. 外国人研究者の受入れ






(平成 5 ・ 6年度)
1 .共乾施設の計画・運営・管理のための支援システムの開発:
ライスセンタやカントリエレベータ等の施設計画， あるいは施設導入後の運営










































































































得て実証施設を建設した(岩手県矢巾町) 0 上記 2項目の成果は平成 5年 4月，
NHKテレビによって全国放映された o 平成 5年度〉
4. 食資源、としての米，特にグローパルな存在としてのインディカ， パ-;fイノレ
米についての加工，貯蔵特性について検討し， さらにこれらの新品笹評価技術










術コース)での講義を担当した(平成 5. 6年度) 0 
7. 農業機械学会国際交流委員会特別委員長として第 4回国際ワークショップを

































































1 .米国林産学会，米富農務省南部林業試験場，ならびに B本木材学会が 1991年












トルにより共織合を判定する方法を確立した O また. C - 1 3をエンリッチし
たホルムアルデヒドを用いて. C - 1 3をラベルしたメチロール誘導体を合成
し， これを用いて共縮合の生成機構を明らかにする方法を確立し，実際系の樹









が共同して開発しているが， これを指導してきた D このボードは，エコロジー
ボードと名付けられているが，朝日新聞，産経新開，読売新開， 日本経済新聞
等の紙面で報道された O






















































































する補酵素 F4 2 0の蛍光発色を利用して求める方法の開発に取り組んだ(科
研一般 B)。
出口 彰，教授
(平成 5 ・6年度〉
1 .広葉桜材の蒸煮処理効果と関連し，樹種による木材構成成分の差異を検討す
るために行った， 留産広葉樹 20種のニト口ベンゼン酸化生成物の分析結果の
とりまとめを行った O
2. 広葉樹材のニトロベンゼン酸化と熱分解ガスクロマトグラフィ一分析の関係
を調べるため 1. で用いたのと同ーの試料を用いて熱分解ガスクロマトグラ
フィ一分析を行い，結果の解析を行った口
3. 木材のパルプ化によるリグニンの変化を熱分解ガスクロマトグラフィーによ
って検討した D
4. クラフトパルプの亜硝敵前処理酸化漂白の反応条件の検討およびリグニンモ
デル化合物を用いた反応機構の検討を行った。
吉崎繁，教授
(平成 5 ・6年度〉
1 .バイオマスガス化燃焼装置の開発研究
2. 牧草自然発火メカニズムの解明
3. 玄米の低温長期貯蔵に関する研究
4. 米の混合機構の解明
5. 高水分廃棄物の乾燥
6. 玄米の改質に関する研究
? ?
